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株式会社ヒノキヤグループ（東京都千代田区、代表取締役社長 近藤 昭）は、新時代冷暖システム「Ｚ空

調（ゼックウチョウ）」の TVCM 第７弾「家庭の教師 斎藤Ｚ」シリーズを、2019 年 12 月 25 日よりオンエア開始

いたします。また、オンエアに先がけて、本日より「Ｚ空調 スペシャルサイト（http://www.hinokiya.jp/z/）」にて

ＣＭ動画を公開いたします。 

幅広い話題で人気を集める俳優、斎藤工さんを起用した「Ｚ空調（ゼックウチョウ）」ＴＶＣＭシリーズは、2016

年 12 月に初めてオンエアされました。第７弾となる今回のＴＶＣＭでは、新たなキャラクター「家庭の教師 斎

藤Ｚ」が登場。家庭教師ならぬ「家庭の教師」である斎藤Ｚが、飄々とした雰囲気でＺ空調がある生活の素晴ら

しさを語ります。怪しくてシュールでチャーミングな新ＣＭ 全６篇をぜひお楽しみください。 

 

－ 斎藤工さん出演！新時代冷暖システム「Ｚ空調」新ＣＭが公開 － 

斎藤工さんが「家庭の教師」に！？ 

空調で生活は変わる 

「同じ電気代篇」など全 6篇を一挙公開！ 
 新ＣＭ「家庭の教師 斎藤Ｚ」シリーズ 

12 月 25 日から順次オンエア開始 

http://www.hinokiya.jp/z/
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■TVCMについて                                                  

「Ｚ空調」は“家中心地よい、しかも経済的。”というコンセプトのもと、導入コストも電気代も高額となる全館

空調を、独自技術により従来の半額以下の販売価格と、壁掛けルームエアコンと同等の電気代で実現した冷

暖システムです。24 時間 365 日、家中どこでも快適な温度を維持することができます。導入したお客様からも

高い評価を得て、2016年 12 月の販売開始以来早くも受注 7,000棟（2019年 3 月末時点）を突破。2017年に

は特許を取得、2017 年度グッドデザイン賞（主催：公益財団法人日本デザイン振興会）も受賞しました。2018

年 11月には、全国の工務店に向けた販売も開始し、更なる拡販を行っています。 

 

この「Ｚ空調」のイメージキャラクターには引き続き、俳優の斎藤工さんを起用。今回斎藤さんが演じるのは、

家庭教師ならぬ「家庭の教師」。飄々とした雰囲気で勉強は一切教えず、Z空調のこととなると突如として異常

な熱量で語り出す、謎の男「斎藤 Z」を熱演していただきました。生徒ヨシユキとその母を巻き込んで、斎藤さ

んが Z 空調の先に見出だす「これからの家族」とは！？ 怪しくてシュールでチャーミングな映画仕立ての会

話劇に、どうぞご注目ください！ 

 

■CM ストーリー                                                   

 

この男、家庭教師ではなく、家庭の教師――。 

 

古い木造家屋に住む家族のもとに、突如として現れた謎の男、斎藤 Z。 

「家庭の教師」として彼が教えるのは、数学でも英語でもなく、ただただ Z空調のことばかり。 

彼の唐突で、強引で、一方的な振る舞いに、生徒ヨシユキとその母は翻弄され続けるが、気づけばその熱量

にほだされ、惹きこまれ、Z空調が生み出す未知の生活を渇望せずにはいられないのだった。 

 

 

■登場人物 

・斎藤 Z（斎藤工） 

 

突如「家庭の教師」として現れた、謎の男。勉強は一切教えない。常に飄々として何を考えているかわからな

いが、Z空調のことだけは、異常な熱量とともに、確かなことを語る。 
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・ヨシユキ（蒲田優惟人） 

 

蝶をこよなく愛する中学二年生。古い木造家屋で暮らし、二階の自室にこもりがち。思春期特有の冷めた目線

で世の中を見ていたが、斎藤 Z と出会い、Z空調への強烈な想いに触れ、彼の心は少しずつ変わり始める。 

 

・ヨシユキの母（安藤玉恵） 

 

息子を愛する母。息子には自由に生きて欲しいと、常に願う。ただ、彼女の想いの強さと長年住む古い家のつ

くりは、どこか息子ヨシユキの生き方、そして自分自身の生き方までも制限していた。斎藤 Zと出会い、息子同

様に惹きこまれ、彼女はそんな真実まで気付かされることになる。 

 

■斎藤工さんインタビュー                                                                

Ｑ：撮影は、いかがでしたか？ 

Ａ：撮影を進めていくうちに、共演者の安藤さんや蒲田君、監督やスタッフのみなさまも含めて全員で「より面

白い何かを作ろう」という連帯感が生まれてきました。シリーズ物のドラマをやっているような感覚でしたね。 

 

Ｑ：斎藤さんのアドリブもあったようですね。 

Ａ：今回僕がいただいたキャラクターは、結構自由度が高くて役者としてはありがたい状況。あまり決め過ぎず

に、蒲田君との掛け合いの中でキャラクターを作っていきました。スタッフのみなさまもあたたかくて、アドリブ

に対して笑ってくれるんですよね。悪乗りをしたかも、という自覚はあります（笑）。何かしら使われていたらい

いですね。 

Ｑ：安藤玉恵さん（お母さん役）、蒲田優惟人（生徒役）との共演はいかがでしたか？  

Ａ：安藤さんの存在感は、お見事でしたね。役者さんって「与えられたセリフをどうふくらますか」が大事だと思

われがちなんですけど、むしろセリフが無い時こそが重要で。安藤さんが演じるお母さんは、しゃべらなくても

どんなお母さんか分かる。 

蒲田君との共演も、よかったですね～。やっているうちにどんどんお互いの考えが分かるというか。打てば返

してくれる、そういう役者さんでした。子役という感じがなく、一緒に作品をつくる仲間としてとても頼もしかった

です。注目の役者さんが増えました。 
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Ｑ：特に印象に残っていることや見どころを教えてください。 

Ａ：家庭教師と生徒の距離の近さや、ヒトクセあるキャラクターでしょうか。今の時代、これほど迫ってくる家庭

教師はいないですよね。自分でもこんな家庭教師は嫌だなって思います（笑）。部屋の美術も含めて、現代と

いう感じがしない、ちょっと不気味なこの世界観が、僕は好きです。昭和の家が持つ暖かさと、歴史を重ねた

からこそ感じる住みづらさを、うまく表現できているのではないかと思います。 

 

Ｑ：とにかく気持ちいいを連呼するストーリーもありましたが、斎藤さんにとって「とにかく気持ちいい」と思う瞬

間は？ 

Ａ：今回の撮影のように、正解がないものに対して、みんなで同じ方向に向かって、ひとつ正解のようなものに

たどり着けた時。そこにいる人たち全員で「あ、これかもしれない」というものにたどり着けた瞬間は、とても気

持ち良いですね。今回これを生み出せたというのは、何にも代えがたい快感です。 

個人的には・・・１日のスケジュールがうまくハマった瞬間が気持ちいです。例えば、休みの日に歯医者さんに

行けなかったりすると、お芝居している途中に「あー、歯医者さん行けてない」ってフツフツと湧いてくるんです

よね。スケジュールの合間をぬってそれを回収できた日は、とても快感です。 
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■「Ｚ空調 同じ電気代（30秒）」                                  

生徒ヨシユキの部屋。授業中、なのだろうか。 

斎藤 Zは、ヨシユキの愛する蝶の模型を眺めている。 

ロサモンタナカザリシロチョウ。 

熱帯雨林に生息する蝶の名前をずばり言い当てる斎藤 Z。ヨシユキは驚く。 

すると唐突に、斎藤 Zが家の模型を使って問題を出す。 

「同じ電気代で、丸ごとあったまる家と、そうじゃない家、どっちがいい？」 

謎の問題に戸惑うヨシユキに、さらに畳み掛ける斎藤 Z。 

「家族の問題だよ、これからの・・・」 

斎藤 Zが不敵に見つめる先には、お茶とケーキを出しに来たヨシユキの母。 

急な展開に、大いに戸惑う母であった。 
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■「Ｚ空調 開けっ放し（15秒）」                                    

「ドア閉めなさいよ」と、母に怒られるヨシユキ。 

当然、ドアを閉め忘れれば暖房の効きが悪く、電気代ももったいない。 

だが、斎藤 Zはヨシユキの耳元で甘く囁く。 

「Z空調の家なら怒られないぞ」 

驚くヨシユキ。斎藤 Zはさらに畳み掛ける。 

「ドアは開けっぱ、空調つけっぱ、でおもお得だ」 

「不思議！」と思わず、声をあげるヨシユキ。 

斎藤 Z も何かスイッチが入ったのか、 

「不思議だろ、不思議なんだよ、なんでだろ、なんで・・・！」と高ぶる。 

「先生！」と叫び、思わず止めに入る母であった。 
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■「Ｚ空調 急に上がる（15秒）」                                    

何かを額に乗せながら、つぶやく斎藤 Z。 

「急に上がるから、焦るんだよな」 

「熱ですか？」と質問するヨシユキ。 

額に乗っていた「電気代の明細書」をさっと取り、斎藤 Zが熱く語る。 

「光熱費！ みんなヒーヒーだろ。うちは Z空調だからウハウハ、君んちはヒーヒー！」 

その熱にほだされたのか、ヨシユキは「ヒーヒー」と引き笑い。 

教師と生徒二人して、奇妙な興奮を覚えたのだった。 
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■「Ｚ空調 ニヤつき（15秒）」                                    

ニヤつきが止まらない斎藤 Z。 

「なにニヤついてるんですか」と訝しげに尋ねるヨシユキ。 

「うちニヤつき一軒家」と答える斎藤 Z。 

「庭付き？」とヨシユキが聞き返すも、斎藤 Zは「ニヤつき」と正す。 

「空調つけっぱ、なのにお得だから、ニヤつき一軒家」 

斎藤 Zはニヤつかずにはいられない Z空調のある生活を説き、 

興奮のあまり、ヨシユキの頬まで強引にニヤつかせてしまうのであった。 
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■「Ｚ空調 気持ちいい（15秒）」                                    

斎藤 Zの「Z空調は気持ちいいぞ」の掛け声を繰り返すヨシユキ。 

正面を見据え、凛々しさすら感じられる。 

もしかしたら、初めての「授業」なのだろうか。 

戸口で見守る母も、真剣に、空で同じ言葉を唱えている。 

「はい、お母さん」と振られ、懸命に「Z空調は気持ちいいぞ」と答える。 

最後には「はい、一緒に」との声に合わせ、息子と母が声を揃えるのであった。 
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■出演者プロフィール                                                

 ◇斎藤 工（TAKUMI SAITOH） 

 

 

生年月日  ： 1981年 8月 22日 

                       出身地    ： 東京都 

                      血液型     ： A型 

 

■CM概要                                                            

タイトル     ：  ヒノキヤグループ Z空調 第７弾 TV-CM  

           家庭の教師 斎藤Ｚ 

「Ｚ空調 同じ電気代」篇（30秒・15秒） 

「Ｚ空調 開けっ放し」篇（15秒） 

「Ｚ空調 急に上がる」篇（15秒） 

「Ｚ空調 ニヤつき」篇（15秒） 

「Ｚ空調 気持ちいい」篇（15秒） 

 

出演      ：  斎藤工 

放映開始月 ：  2019年 12月 

 

■制作スタッフ                                                          

クリエイティブディレクター/プランナー/コピーライター ： 安 永貴  

クリエイティブディレクター/プランナー/コピーライター ： 吉野 万里雄 

アートディレクター ： 森 礼治  

プロデューサー ： 金子 知弘 / 岡崎 克哉  

プロダクションマネージャー ： 武田 昌紘 

演出 ：  菊池 浩史 

撮影 ：  岡村 良憲 

照明 ： 上野 敦年 

美術 ： 三ツ泉 貴幸 

スタイリスト ： 井嶋 一雄 

ヘアメイク ： KAZUOMI 

サブキャストスタイリスト： 横手 智佳 

サブキャストヘアメイク： 須藤 綾子 


